
【『新しい時代の工賃事業の可能性を見つけよう』研修会】

ウィズコロナ。経済が変化し、生活が変容しています。当然のことながら我々の障がい者就労事業
の業界も変容する環境から影響を受けています。我々の使命は、働く障がい者の工賃向上です。変容
するこの難しい時代において、どのように我々は工賃向上に向けての課題を見つけることができる
か、参加者全員で考えてまいります。

目的：新しい工賃事業の可能性を検討する。
参加者が互いに刺激し合い、改めて工賃向上の意味を理解し、
それに取り組む姿勢を整える。ウィズコロナによって見出さ
なければならない、新しい事業を模索する。

目標：工賃事業での役割を明確にする。
ウィズコロナでの現状の共有、可能性の発見、新しい取り組み
を体験する。ソーシャルリーダーのあり方、コミュニケーショ
ン（巻込み方）、作る・売るのスキルを学ぶ。

日時：第一日目 令和 2年 8月 31 日（月）10:00～16:00
第二日目 令和 2年 11 月 5日（木）10:00～16:00
第三日目 令和 3年 1月 13 日（水）10:00～16:00

８月の第一日目を終えました。新型コロナによる影響を話し合い、
事業展開の可能性への気づきを講義とワーキングループにより学びました。

【「9(会津木綿・縫製雑貨)」東京ギフトショー出展】
10 月 7 日(水)～9 日(金)に開催された、東京インターナショナルギフトショ

ーに出展いたしました。ブースを訪れていただき商談したのは 29 社。最近の

傾向として、SDGs の観点から、我々の出展した「エシカル」のコーナーを訪れ

るお客様が増えています。以前は、先方の条件を呑めないと商談に至らないこ

とが当然でしたが、ここ 1～2 年、こちら側の条件で商売がしたいという企業が

多くなっております。

昨年度の出展では来訪された大手通信販売系の企業から、来年度の展開

を打診され、現在、実施に向けて、準備中です。今後も、福島県の商品を全

国へ PR し、販路を拡大してまいります。

（担当：日本セルプセンター 小林）

≪事務局から≫
アンテナショップ「福祉の店いわき」を開催します。
今回は、鹿島ショッピングセンター（エブリア）での開催となります。

〇アンテナショップ「福祉の店いわき」
開催月日：令和２年１１月６日（金）～１６日（月）
開催時間：１０時から１７時（最終日は１５時までとなります。）
開催場所：鹿島ショッピングセンター（エブリヤ）２階 東側催事場
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